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年
の
瀬
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
「
消
し
た
つ
も
り
の
ス
ト
ー

ブ
か
ら
火
が
:
・ノ
」
や
「
あ
っ
/
・
天
ぷ
ら
鍋
に
火
が
・
:
ノ
」
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
消
防
本
部
で
は
、
十
二
月
二
十
五
日
(
土
)
か
ら
三

十
一
日
(
金
)
ま
で
の
一
週
間
を
「
歳
末
火
災
特
別
笹
戒
」
と

し
、
全
消
防
機
闘
を
動
員
し
て
万
全
な
警
戒
態
勢
を
整
え
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
必
ず
火
の
元
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
部
隊
を
常
時
待
機

き
る
燃
料
を
確
保
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
消
火
に
必
要
な
消
防

水
利
の
確
保
に
つ
い
て
も
万
全

の
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
十
九
あ
る
消
防
分
団

は
、
十
二
月
二
十
九
日
(
水
)

か
ら
三
十

一
日
(
金
)
ま
で
の

三
日
間
、
午
後
八
時
か
ら
十
二

時
ま
で
各
分
団
に
一
個
部
隊
十

人
を
待
機
さ
せ
、
車
両
の
点
検

や
初
動
態
勢
の
万
全
を
図
る
と

同
時
に
、
地
域
の
巡
回
轡
備
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
署
の
職
円
以
と
各

分
団
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め

二
十
九
日

(水
)
の
夜
は
、
午

後
八
時
か
ら
消
防
長
と
消
防
分

( 一 一 つ械急八一待遣原五日団消
も器車台防たる機所、出消す整が防歳

@だき火をするときは 辿 具四、白、態さを金張防。え全本末
統の 台 救 助 は 勢 せ 合 目 所 署 、力部火

1.*の入ったばけつや消火器を用意し、必 一点 を 助 事 し を 、 め 、 ( で 地を、災
ず~l制人をÜ"l く 日寺検配エ ニ ご整いた大海は域あ消特

2 一度にたくさんの物は燃やさない 問を備作台車えつ九野岸、 のげ防別
3. J瓜の強い 11はしない 以励 し車、 三 てで部)、本 巡て署瞥

4. 灯油問険物の近くでしない I毒t-E雪賞与星空主留君 雲義一昔
5.終えたときは、十分に水や砂をかけ、火 助、防、ブ化す動常屋、始 行態防は

のil'jえたことを確かめる でい 機 救 草 学 。 で 時 分 南 め い 勢分、

@石油ストーブの取り扱い

1 .燃料はガソリン等と間違えないように
2.給油は7'1'1火してから行う
3.給訂11[Iや II金は確実に締め、油が漏れな

いか椛必ずる

4. J!-.(火後、正常に燃焼しているか確かめる

5 . 使用中は 1 時間に 1~2 殴i換気する
6.燃えやすい物のそばで使用しない

7. 寝るとき、外出するときは必ず消火する

団
長
等
が
三
コ
1
ス
に
分
か
れ

て、

三
十
日
(
木
)
の
夜
は
午

後
七
時
か
ら
、
市
長
が
各
出
張

所
や
各
分
団
庁
舎
を
巡
回
し
激

励
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
出
入
り
の
多
い

百
貨
盾
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
査

察
し
、
非
常
口
や
非
難
通
路
の

安
全
確
保
や
消
防
施
設
の
点
検

も
行
い
ま
す
。

食
事
時
間
帯
は
赤
信
号

昨
年
一
年
間
の
市
内
の
火
災

件
数
は
、
九
十
五
件
で
一
億
六

千
八
百
七
十
六
万
円
の
損
筈
額

と
な
り
ま
す
。
一
昨
年
と
比
較

す
る
と
、

件
数
で
十
七
件
、
損

害
額
で
約
六
千
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。

月
別
に
凡
る
と

一
番
多
い
の

は、

一
月
の
十
二
件
、
次
い
で

十
二
月
の
十
件
で
す
。
乾
燥
す

る
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
を
合

わ
せ
る
と
三
十
八
件
に
な
り
、

お
件
と

今
年
一
月
か
ら
十

一
月
末
ま

で
の
火
災
の
主
な
原
因
を
見
る

と
、
放
火
(
疑
い
含
む
)
が
二

十
三
件
と

一
番
多
く
、
次
い
で

こ
ん
ろ
(
天
ぷ
ら
鍋
)
に
よ
る

火
災
が
十
二
件
、
た
ば
こ
・
火

遊
び
に
よ
る
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ

八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
を
見
て
も
わ
か
る

と
お
り
、
放
火
(
疑
い
含
む
)

は
、
昨
年

一
年
間
よ
り
す
で
に

五
件
多
く
、
消
防
本
部
で
は
そ

の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

放
火
犯
は

「酒
を
飲
ん
で
む
し

ゃ
く
し
ゃ
し
て
、
ご
み
箱
に
火

を
つ
け
た
」
な
ど
、
犯
行
動
機

も
単
純
で
、
防
ぎ
ょ
う
が
な
い

の
が
税
状
で
す
。

欣
火
を
防
ぐ
に
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
し
っ
か
り
一戸
締
ま

り
を
し
、
家
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
位
か
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
す
ぐ
燃
す
こ
と

の
で
き
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
紙
く

四
か
月
間
で
全
体
の
四

o
rを

占
め
て
し
ま
い
ま
す
。

時
間
帯
で
は
、
昼
食
の
支
度

を
す
る
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で
が

一
番
多
く
二
十
一

件
、
次
い
で
真
夜
中
の
午
前
零

時
か
ら
三
時
ま
で
が
十
六
件
、

三
番
目
が
夕
食
を
支
度
す
る
午

後
五
時
か
ら
八
時
ま
で
の
十
五

件
で
、

三
つ
合
わ
せ
る
と
五
五

軒
に
な
り
、
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

番
多
い
放
火

ず
、
ご
み
箱
等
は
危
険
で
す
。

乙
ん
ろ
に
よ
る
火
災
は
す
べ

て
天
ぷ
ら
油
火
災
で
、
揚
げ

も
の
中
に
危
話
や
来
客
の
た
め

そ
の
場
を
離
れ
た
す
き
に
、
火

災
に
な
っ
た
ケ
l
ス
で
す
。
こ

れ
は
、
毎
年
同
じ
位
の
件
数
が

あ
り
、
少
し
も
減
り
ま
せ
ん
。

「
う
っ
か
り
」
や
「
ち
ょ
っ
と

離
れ
た
だ
け
」
で
は
、
す
ま
さ

れ
な
い
問
題
で
す
。

そ
の
次
に
多
い
の
が
、
た
ば

こ
と
火
遊
び
で
す
。
た
ば
こ
の

火
災
を
防
ぐ
に
は
、
灰
皿
に
水

を
張
り
、
喫
煙
場
所
を
決
め
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
ば

こ
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

子
供
の
火
遊
び
は
、
火
の
元

と
な
る
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を

子
供
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

位
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
に
よ
り
、
未
然
に
防
げ

る
火
災
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

• 
公園愛護会が建設大臣表彰
都市公園制定120周年記念に、平

塚市公図愛護辿絡協議会の活動が

評価され、辿設大臣から表彰された。

取材は後藤裕美子 さん(広J11)。

都
市
公
園
制
度
制
定
百

二
十
周
年
を
記
念
し
て
、

十
月
二
十
九
日
に
日
比
谷

公
会
泣
で
都
市
緑
化
、
都

市
公
園
整
備
推
進
全
国
大

惨

会
が
闘
か
れ
、

「平
塚
市

ー砂

4
司4

公
園
愛
護
連
絡
協
議
会
」

4
『

が
、
建
設
大
臣
か
ら
表
彰

一

さ
れ
た
。
今
回
、
都
市
公

一

闘
の
盤
備
と
都
市
緑
化
推

一

逃
の
功
績
を
た
た
え
、

一

一

県

一
個
人
ま
た
は

一
団
体

一

が
表
彰
さ
れ
た
が
、
そ
の

一

中
に
同
協
議
会
が
選
ば
れ

一

た
こ
と
は
、
大
変
栄
誉
な

一

こ
と
。

一

「
市
公
園
愛
護
連
絡
協

一

議
会
」
は
、
各
地
域
ご
と

一

に
活
動
し
て
い
る
公
園
愛

一

護
会
の
充
実
を
図
る
た

一

め
、
昭
和
五
十
九
年
に
組

一

織
さ
れ
た
。
現
在
、
市
内

一

九
十
三
団
体
、
会
員
六
千

一

三
百
七
十
四
人
で
構
成
さ

一

れ
て
い
る
。

一

相
原
会
長
、
北
村
副
会

一

長
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

・

ろ、

「受
賞
は
、
日
ご
ろ

• • 

の
会
員
の
努
力
の
賜
(
た

ま
)
物
。
大
変
名
誉
な
事

で
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

活
動
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
、
忍
び
を
か
み
し

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
研

修
で
他
市
の
公
園
の
視
察

を
行
い
、
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
が
、
他
市
と
比

べ
、
平
塚
市
の
公
園
は
本

当
に
き
れ
い
で
、
大
変
良

く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
、
語
ら
れ
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
公

園
内
の
清
掃
を
は
じ
め
、

遊
具
の
安
全
点
検
や
破
損

箇
所
の
通
報
、
病
害
虫
防

除
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
公
園
を
守
る
た
め

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

「
公
園
は
み
ん
な
の
も

の
な
の
で
大
切
に
使
っ
て

下
さ
い
。
子
供
た
ち
に
、

公
園
の
ル
l
ル
を
教
え
て

下
さ
い
」
と
お
願
い
が
あ

っ
た
。
い
つ
で
も
、
気
持

ち
良
く
、
公
園
を
使
う
に

は
、
私
た
ち
市
民
が
も
っ
-

と
大
切
に
利
用
す
る
よ
う

心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
心
の
や
す
ら
ぎ
と
、

う
る
お
い
を
与
え
、
人
々

の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
る

公
闘
を
守
る
協
鵠
会
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
、
大
切
に

使
う
よ
う
に
し
た
い
。

市長を訪ねた公園愛誕協説会の方々 . • • 
• • • 



(2) 平成 5年 オ 2月オ 5日

安委霊註
司Eを言t

加
入
で
、
対
象
は
従
業
員
数
が

三
百
人

(卸
し
売
り
業
は
百

人
、
小
売
り
、
飲
食

・
サ
ー
ビ

ス
業
は
五
十
人
)
以
下
の
事
業

所
の
事
業
主
と
従
業
員
。
十
二

月
二
十
日
(
月
)
か
ら
加
入
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。
ぜ

ひ
ご
加
入
を
。

マ
事
業
内
容

①
慶
弔
給
付
事
業
お
祝
い
ご

と
や
お
見
舞
ご
と
が
あ
っ
た
と

き
に
給
付
さ
れ
る
(
結
婚
祝

金
、
出
産
祝
金
、
銀
婚
祝
金
、

広幸麗ひらつか

.... ̂ r事業所

l-事業 主、 従業 員

(入会についての

相談)

-入会の手続き(入

会金 1人 1.000円 、

月額会政 l人 700

円)

' 公勤労者共済会

↓ 会品i慌の先行

介事業所

・事業 主、 従業 只

(会品)

平
塚
市
勤
労
者
共
済
会
が
平

成
六
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
会
は
、
中
小
企
業
一
品
業

所
で
は
単
独
で
行
い
に
く
い
福

利
厚
生
事
業
を
、
事
業
主
、
従

業
員
、
平
塚
市
が

一
体
と
な
り

明
る
い
職
場
と
、
虫
か
な
暮
ら

し
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
。
市
で
は
、
数
年
前
か
ら

平
塚
市
労
働
問
題
研
究
協
議
会

を
通
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

入
会
は
事
業
所
単
位
の
団
体

法方の
ふ
玄人

第 51フ 号

選

雨
水
浸
溢
g
写

平
成
五
年
度
事
業
で
公
共
下

一

こ
の
民
域
内
に
組
物
を
所
有

水
道
を
整
備
し
た
区
域
が
、
今

一
し
て
い
る
方
は
、
期
限
内
に
公

月
か
ら
処
理
開
始
と
な
っ
た
。

一
共
下
水
道
に
後
続
す
る
工
事
を

住
宅
災
害
見
舞
金
、
傷
病
見
舞

金
、
死
亡
弔
慰
金
な
ど
)

②
福
利
厚
生
事
業
余
暇
を
有

効
利
用
で
き
る
事
業
を
予
定

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

楽
し
い
事
業
に
割
安
な
費
用
で

参
加
で
き
る

(
パ
ス
ツ
ア
l
、

宿
泊
ツ
ア
1
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
)

・
割
引
卒
業
レ
ジ
ャ
ー
施
設

や
指
定
広
が
割
引
で
利
用
で
き

る-
文
化
教
益
事
業
楽
し
い
事

業
に
割
安
な
費
用
で
参
加
で
き

る
(
ワ
ー
プ
ロ
教
室
、
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
l
救
護
な
ど
)

・
宿
泊
補
助
事
業
指
定
借
泊

施
設
の
宿
泊
代
が
補
助
さ
れ
る

・
健
成
管
理
増
進
事
業

人
間

ド
ッ
ク
受
診
料
が
補
助
さ
れ
る

③
融
資
都
柴
生
活
資
金
が
低

金
利
で
借
り
ら
れ
る

マ
会
費

1
人
月
額
七
百
円
、

入
会
金
l
人

一
千
円

(な
お
、

入
会
金
の
全
額
と
会
費
の
2
分

の
1
は
事
業
主
の
負
担
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館

(
電
話
詑
|
三
三
五
五
)

市
営
住
宅
の
入
居
案
内

排
水
設
備
工
事

処
理
が
開
始
さ
れ
る
と、

一

年
以
内
に
台
所
、
ふ
ろ
場
な
ど

か
ら
の
排
水
は
ほ
接
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
こ
と
と
、

三
年

以
内
に
ト
イ
レ
を
く
み
取
り
式

か
ら
水
洗
式
に
改
造
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
貸
付
斡

(あ
っ
)
旋
・
助

成
金
制
度
が
あ
る
。
ご
利
用
を
。

@
水
洗
化
ロ

l
ン

も
骸
当
し
て
い
る
こ
と
①
市

民
と
な
り
引
き
続
い
て
1
年
以

よ
経
過

し

て

い

る

②

夫

婦

(
婚
約
者
を
含
む
)
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
た
家
族
で
あ
る

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
収
入
が
基
準
内
で
あ
る

⑤

市
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

収
入
基
準

・
間
取
り
な
ど
に

つ
い
て
は
、

「募
集
の
し
お
り

市
制
六
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
愛
称
を
つ
廿
て
い
た
だ

い
た
市
迫
八
路
線
に
案
内
標
識

板
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
愛
称

は
、
周
聞
の
風
誌
や
将
来
へ
の

期
待
を
込
め
て
つ
け
ら
れ
て
い

る
が
、
よ
り
安
全
に
、

よ
り
楽

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と

(
申
込
用
紙
)」

を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。
な
お
、
入
居
希
叩
一

が
多
数
の
と
き
は
抽
選
と
な

る
。
ご
了
承
を
。

マ
申
込
用
紙
配
布
期
間
ロ
月

日
日
(
水

)
i
n口
(
水
)

・
時
間

午
前
8
時
初
分
'
・
3
午

後
5
時

・
場
所
建
築
謀
、
市
民
相
談

室、

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(M
N
ピ
ル
叩
階
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
辿
築
課
住

宅
係
(
内
線
四
六
三
)

年
金
保
険
料
の

徴
収
と
相
談
会

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
の
あ

る
方
や
、
年
金
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
の
た
め
に
、
谷
地
区
に

お
伺
い
す
る
出
張
窓
口
を
聞

く
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
を
。

マ
期
目
、
会
場

-
U
月
間
山
口
(
木
)
、
M
臼

(
金
)
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
(
M
N
ビ
ル
叩
階
)

・
口
臼
(
金
)
金
目
公
民
館

-n日
(
火
)
神
田
公
民
館

12月納期の市税・手数料

{為i14 JtlJ) 

(~7 ~朗)

(第 91UD

(第 9期)

(第 3期)

(第 3期)

(火 )

市
で
は
、
虹
ケ
浜
に
建
設
し

て
い
る
虹
ケ
浜
西
住
宅
(
三
D

K
)
に
入
居
さ
れ
る
方
を
募
集

す
る
。
入
居
の
予
定
日
は
平
成

六
年
四
月
一
日
。

マ
拡
銀
戸
数

8
戸
(
一
般
用

住
宅
6
戸
、
老
人

・
心
身
障
害

者

・
母
子

・
父
子
世
帯
用
住
宅

2
戸
)

マ
概
算
家
質
五
万

一
千
円

建
設
中
の
虹
ケ
浜
西
住
宅

マ
申
込
資
格
次
の
い
ず
れ
に

瀧

紘

一

一

一

し

て
い
た
だ
き
た
い
。
詳
し
く
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
方

は
、
下
水
道
総
務
課
庶
務
係
(
内
の
た
め
に
、
市
内
の
金
融
機
関

総
四
四
七
)
に
お
ぬ
ね
を
。

に
改
造
資
金
の
貸
し
付
け
を
斡

マ
処
理
開
始
区
域
東
八
幡
1
旋
し
て
い
る
。

丁
目
、
見
附
町
、
南
原
3
丁
目
、
マ
融
資
額
四
万
円
1
二
百
万

御
殿
3
丁
目
、
大
神
、
横
内
の
円
(
無
利
息
)

各

一
部

O
助
成
金

辿
物
を
所
有
し
て
い
る
方
が

自
分
の
住
ん
で
い
る
家
を
自
己

資
金
で
改
造
し
た
と
き
、
工
事

貨
の
額
に
応
じ
て
助
成
し
て
い

る。マ
助
成
額

一二
千
円

1
一ニ
万
一

千
円

。
共
同
排
水
設
備
助
成
金

私
迫
(
幅
1

・
8
M以
上
)

に
共
同
で
使
用
す
る
排
水
設
備

の
工
事
訟
を
助
成
し
て
い
る
。

マ
助
成
率

工
事
費
の
印
軒

。対象税等

・市県民税

・|蚕|民健康保険税

.国民年金保険料

・消抑し尿従盆手数料

'71'1摘し尿ごみ定額手数料

.公共下水道使用料

公納期最終 日 12月28日

-n日
(
水
)
旭
南
公
民
館

※
時
間
は
午
前
9
時
却
分
3
午

後
3
時

マ
持
参
す
る
物

納
付
昔
、
年

金
手
帳

マ
問
い
合
わ
せ

先

保

険
年
金

醗
年
金
係
(
内
線
二
五

ご

都
市
計
画
等
の

説
明
会
と
縦
覧

県
と
市
で
は
、
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る

都
市
計
画
の
変
更
に
対
す
る
説

明
会
と
、
変
更
諜
の
縦
覧
を
行

案
内
標
識
板
を
設
置

設
置
さ
れ
た
も
の
。
市
内
の
道

路
で
は
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
れ
ら
の
道
路
。
ぜ
ひ

一

度
お
立
ち
寄
り
を
。
詳
し
く

は
、
道
路
総
務
課
管
理
係
(
内

線
四

O
三
)
に
お
尋
ね
を
。

①
フ
ェ
ス
タ
ロ
ー
ド
駅
前
北

口
広
場
3
国
道
1
号
線
宮
の
前

各路線には起点、から終点までの聞

に数基の案内標識板が段置されてい

る。写真はMuロードの案内槽識板。

。便利な 口座振替制度のご利用を

通帳の印鑑と納税通知告を持参し、

取り扱い金融機関に申し込むと、巾し

込まれた月の 1か月後から振り償えが

IJfJ始される。口座振を予は納期 が品終円

となるので、前回までに預金残高の確

認を。

-つ。{
説
明
会
}

・
五
領
ケ
台
地
区

ロ
月
初
日

(
月
)
午
後
7
時
1
9
時
、
吉

沢
小
学
校
体
育
館

・
耳
目
地
区
ロ
月
幻
日
(
水
)

午
後
7
時
1
9
時
、
其
田
北
金

国
土
地
区
画
整
理
事
務
所

〔
関
連
書
類
の
縦
覧
〕

マ
期
間

1

月

4
日

(火
)

1
U
臼

(
火
)
午
前
8
時
却
分

1
午
後
5
時

マ
会
場
県
都
市
計
画
課

(屯

話

O
四
五

l
ニ
O
一
ー
一
一
一

ご
、
市
都
市
計
画
課
(
内
線

四
二
八
)

交
差
点

②
さ
く
ら
通
り
国
道
1
号
線

宮
の
前
交
差
点
3
合
同
庁
舎
前

交
差
点

③
地
(
ミ
ュ
1
)
ロ
ー
ド
合

同
庁
舎
前
交
差
点
1
横
浜
ゴ
ム

東
門
交
差
点

④
イ
チ
ョ
ウ
並
木
通
り
平
塚

郵
便
局
交
差
点
t
追
分
交
差
点

⑤
プ
ラ
ザ
ロ
l
ド
市
民
プ
ラ

ザ
J

前
交
差

点

1
横
浜
ゴ
ム
前

⑤
国
松
海
岸
通
り
駅
南
口

5
扇
松

1
国
道
山
号
線

⑦
学
図
通
り
平
塚
税
務
署
前

交
差
点
〈
、
，
港
小
学
校
3
国
道
四

号
線

③
テ
ク
ノ
ロ
ー
ド
国
道
1
号

線
工
業
団
地
入
口
1
湘
南
新
道

交
差
点

市
民
相
談
室
(
市
役
所
)
n
i
-
-
二
・
内
線
ニ
九
三

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

ロ

月
幻
自
(
火
)
、
1
月
日

日
(
火
)
日
時
t
M
時
、
予
約
制

。

一
般
法
律
相

談

ロ

月
日
日
(
水
)
、
1
月
比
日

(水)、

予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談

1
月
M
円
(
金
)
日
時
1
日
時

。
住
宅
相
談

ロ

月

幻

自

(
火
)
日
時
S
M
時

。
下
請
取
引
相
談
ロ
月
同
日

(
木
)
日
時
却
分
S
M
時

。
定
例
年
金
相
殺

1

月
日
日
(
木
)
凶
時
3
日
時

。
消
資
生
活
相
般
徳
川
瑚
金
昭
日
9
時
3M
時

。
一
般
市
民
相
談

毎

週
月，
.、、，
金
昭
日
9
時
1
M
時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)

M
|
七
三
一

一

O
青
少
年
相
談

毎

週

月
ら
金
曜
日
9
時
1

M
時

。
悩
み
ご
と
は

M

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
ψ

お
ー
七
八
三
O

毎
週
月
3
金
剛
日
9
時
1
日
時
却
分
(
土

陥
臼
は
日
時
5
同
時
却
分
)

m 福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、

住
宅
、
医
療
)
相

談

1

月
日
円

(木
)
日
時
初
分
5
日
時
叩
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談

毎

週

月

1
金
曜
日
8
時
叩
分
S
げ
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎
週
月
1
金
陥
円
8
時
初
分
3
げ
時

。
結
婚
相
桜

毎

週

日
眼
目
印
時
1
日
時
(
第
3
臼
附
臼

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月
，
、
金
明
日
9
時
1

M
時

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
月
3金
曜
日
9
時
S

M
時

。
婦
人
相
訟

1

月
日
開
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎

週
H
円

3
金
剛
円
9
時
却
分
3
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
善
小
学
校
北
側
)

お
1
六
O
一
二

毎
週
月
3
金
昭
円
9
時
1
口
時

(
屯
話
に

よ
る
相
設
は
毎
迎
η
1
土
岨
円
9
時
E
3
げ

時
)
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駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
に
つ

い
て
は
、
保
管
期
限
が
過
ぎ
る

と
廃
棄
処
分
し
て
い
る
が
、
限

り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う
た

め
、
保
管
期
限
切
れ
の
自
転
車

を
点
検
、
修
理
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
と
し
て
販
売
し
て
い

る
。
販
売
台
数
は
毎
月
八
十
台

1
百
台
で
、
自
転
車
商
協
同
組

合
に
引
き
渡
す
日
は
毎
月
上
旬

と
な
っ
て
い
る
。
購
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
直
接
取
り
扱
い

庄
で
お
求
め
を
。

也

マ
取
り
扱
い
庖
庖
顕
に

「
リ

船

サ
イ
ク
ル
自
転
車
取
扱
庖
」
の

制

ス
テ
ッ
カ
ー
が
表
示
し
て
あ

仰

る
。
取
り
扱
い
底
に
つ
い
て
は

品川

交
通
安
全
線
に
お
尋
ね
を
。

ャ

マ
販
売
価
格
最
高
九
千
円

自
転
車
を
大
切
に

放
置
自
転
車
を
リ
サ
イ
ク
ル

平 成5年 12月 15日(3) 

iYrイo也

自
転
車
の
保
管
場
所

放
置
自
転
車
の
保
管
期
限
は

ム
ロ
)
、
理
容
師
山
田
節
男

(
虹
ケ
浜
)
、
調
理
師
持
田

淳
子
(
代
官
町
)

・
今
須
留
吉

(
明
石
町
)

・
山
内
康
敬
(
立

野
町
)
、
食
肉
技
術
師
下
回

助
太
郎
(
寺
田
縄
)
・
佐
雌
正

明
(
盟
原
町
)
、
電
気
工
事
土

原
勉
(
盟
原
町
)

・
秋
山
智
弘

(
盟
原
町
)

・
田
中
正
雄
(
千

石
河
岸
)
、
洋
裁
師
山
口
節

子
(
南
原
)
、
鮮
魚
調
理
師

柳
田
一
敏
(
札
場
町
)
、
塩
干
物

製
造
業
長
谷
川
芳
久
(
千
れ

河
岸
)

・
鳥
海
誠
司
(
千
石
河

岸
)
、
飲
食
業
沼
田
登
美

(
西
八
幡
)

市長から 1人 1人表彰状が贈られた

町配び i隙小島 ( 附
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明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
す
る
中
で
、
納
税
の
大
切

二
か
月
と
な
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
課
で
は
、
保
管
し

て
あ
る
自
転
車
の
中
で
住
所
、

氏
名
の
記
入
し
て
あ
る
持
ち
主

に
は
、
「
自
転
車
引
取
通
知
岱
」

を
郵
送
し
て
い
る
が
、
保
管
期

限
が
近
づ
い
て
も
引
き
取
り
に

来
な
い
持
ち
主
が
増
え
て
い

る。
長
い
間

一
緒
に
走
り
続
け
た

愛
用
の
自
転
車
が
、
廃
棄
処
分

を
前
に
引
き
取
り
に
来
て
も
ら

う
の
を
待
っ
て
い
る
。
交
通
安

全
課
交
通
安
全
係

(内
線
二
五

五
)
に
ご
連
絡
を
。

マ
自
転
車
保
管
場
上
図

マ
返
還
し
て
い
る
日
毎
週

火

・
木
・
土
臨
臼

・
時
間
午
後
1
時

5
5時

マ
持
参
す
る
物
自
転
車
の
鍵

(
鍵
が
な
い
と
き
は
、
身
分
証

明
智
)

さ
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

小
、
中
学
生
を
対
象
に
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
家

族
、
友
達
、
お
年
寄
り
に
対
す

る
慢
し
さ
あ
ふ
れ
た
作
品
や
、

未
来
社
会
へ
の
夢
や
願
い
を
込

め
た
作
品
な
ど
が
今
年
も
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
に
は
、
友
達
と
一
生
懸
命

太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
顔
の
表

納税ポ

スター

情
が
よ
く
描
け
、
山
田
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
山
添
史
絵
さ
ん

(
八
幡
小
四
年
)
の
作
品
「
と

も
だ
ち
」
が
選
ば
れ
た
。
こ
の

ほ
か
に
入
臼
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
。
応
募
二
百
四
十
八

点

(

敬

称

略

)

マ
優
秀
賞
相
原
衣
里
(
花
水

小
1
年
)
、
石
川
有
希
(
金
旭

中
3
年
)

マ
優
良
質

井
上
字
史
(
金
田

市
民
文
芸
の
募
集
で
す

教
育
畳
間
以
会
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
成
果
を

発
表
し
て
い
た
だ
く
市
民
文
芸

「冬
の
部
」
の
作
品
を
募
集
し

て
い
る
。
官
っ
て
ご
応
募
を
。

マ
題

・
俳

句

「

如

月

(
2
月
)
」
、

「
笹
鴨
」
3
句
ま
で

・
短
歌

「冬
の
雑
詠
」
2
首

ま
で

・
川
柳
「
あ
ふ
れ
る
」
表
現

自
由
3
句
ま
で

・
現
代
詩
題
自
由
、

1
編

マ
応
拡
資
楠
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
要
領
①
未
発
表
の
本

人
の
作
品
②
部
門
ご
と
に
別

の
は
が
き
(
詩
は
原
稿
用
紙
)

を
使
用
③
か
い
哲
で
暫
く

④
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
屯
話

番
号
は
は
が
き
の
表
に
暫
く

⑤
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
勤

務
先
、
学
校
名
を
書
く

マ
応
募
期
限

1
月
7
日
(
金
)

マ
応
募
先

〒
加
平
塚
市
笠
原

町
2
l
n
教
育
委
員
会
社
会

'
教
育
課
(
内
線
五
二
四
)

平
成
五
年
度
平
塚
市
技
能
者
ら
れ
る
優
秀
技
能
者
四
十
七
人

表
彰
式
が
十
一
月
十
五
日
、
勤
が
表
彰
さ
れ
た
。
な
お
、
技
能

労
会
館
で
行
わ
れ
た
。
功
労
者
は
次
の
と
お
り
。

こ

の

表

彰

は

、

伝

統

的

な

手

(

敬

称

略

)

仕
事
を
守
り
続
け
な
が
ら
そ
の
進
国
師
成
瀬
宏
平
(
平

道
一
筋
に
励
ま
れ
る
中
で
、
後
塚
)
、
板
金
工
江
成
厳
(
高

進
の
育
成
や
そ
の
職
種
の
向
よ
浜
台
)
、
時
計
修
理
師
浅
野

に
も
尽
く
さ
れ
て
い
る
方
々
に
久
雄
(
中
里
)
、
製
菓
衛
生
師

毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
。
今
斉
藤
升

一

(
横
内
)
、
大
工
職

年
は
六
十
歳
以
上
の
方
で
三
十
水
越
宗
一
郎
(
黒
部
丘
)

・

年
以
上
同
じ
仕
事
を
続
け
な
が
森
田
隆
司
(
盟
原
町
)

・

ら
、
模
範
的
、
指
導
的
立
場
に
原
田
宏
也
(
四
之
宮
)

・

い
ら
れ
る
技
能
功
労
者
三
十
四
大
賞
稔
(
盟
原
町
)
.
・
背
木
利

人
と
、
=
一
十
歳
以
上
の
方
で
十
失
(
錦
町
)

・
熊
津
清
(
出

最
優
秀
賞

「と
も
だ
ち
」

年
以
上
閉
じ
仕
事
を
続
け
て
い
縄
)
・
圏
分
立
(
河
内
)

・
磯

山
添
史
絵
さ
ん
(八
幡
小
四
年
)

-4
h
f
h
h
f
h
h
f
4
t
f
h
i
f
h
a
f
hyh
f
4
h
f
h
h
f
4
h
f
4h
f
J
 

市
で
は
、
神
奈
川
県
自
転
車
放
置
自
転
車
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

商
協
同
組
合
の
ご
協
力
に
よ
り
て
い
る
。

鴨
川
〉
、
二
、
山
一

ha'F

川川

崎

、

，

力

説
v
・

7E
¥
.
ツ

ミベ、…
:.
a
¥

司

テ

ペ
」

3
h
'
d
a
-
-司
、
ス

小
l
年
)
、
加
藤
隼
(
港
小
2

年
)
、
井
上
い
づ
み
(
金
田
小

3
年
)
、
川
端
美
幸
(
港
小
3

年
)
、
宮
川
令
名
(
金
目
小
5

年
)
、
大
井
雅
之
(
山
下
小
5

年
)
、
須
藤
き
え
(
富
士
見
小

6
年
)菊

花
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
十
四
回
平
塚
市
菊
花
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
年
聞
を
通

し
て
丹
精
を
込
め
て
育
て
あ
げ

た
三
百
点
が
出
品
ぢ
れ
た
。
入

賞
さ
れ
た
主
な
方
々
は
次
の
と

お
り
。

{
}
は
品
種
名
。

(
敬
称
略
)

・
県
知
事
貨

{国
華
由
季
}

沼
田
英
弼
(
大
円
相
)
、
盆
聾
の

・
市
長
賞

{富
山
の
雲
}
原

一
郎
(
御
殿
)
、
第
一
次
切
花

の
部

・
県
議
会
議
長
日

{大
一
方
右

近
}
高
橋
俊
夫
(出
縄
)
、
第

二
次
切
花
の
部

市
内
に
あ
る
償

却
資
産
申
告
を

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
毎
年

一
月
一
日

現
在
の
償
却
資
産
を
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る。例
年
、
申
告
時
期
が
近
づ
く

と
窓
口
が
混
雑
す
る
の
で
、
で

き
る
だ
貯

一
月
二
十
日
(
木
)

ま
で
に
申
告
を
。

マ
対
象
と
な
る
償
却
資
産
土

地
、
家
屋
を
除
く
事
業
用
有
形

資
産
(
例
え
ば
備
品
、
工
具
、

機
械
装
世
な
ど
)
で
、
そ
の
減

価
償
却
費
が
所
得
計
算
上
、
担

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算

入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
車

両
で
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

が
か
か
っ
て
い
る
も
の
は
除

く。マ
申
告
期
限

1
月
白
日
(
月
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係
(
内
線
ニ
九

ご

道

路

用

地

は

非
課
税
と
な
る

所
有
し
て
い
る
土
地
の

一
部

が
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
道
路
部

分
を
分
節
し
、
登
記
が
完
了
し

た
と
き
に
届
け
出
を
。
公
共
道

路
と
し
て
の
要
件
が
あ
る
土
地

に
限
り
、
届
け
出
の
翌
年
度
か

ら
非
課
税
扱
い
に
な
る
。
資
産

税
制
郁
土
地
係
(
内
線
二
八
八
)

に
お
尋
ね
を
。

土地、家屈については 3年ごとに評価符えして

おり、平成 6年度は固定資p'(j_税評価替えの年とな

るが、今度の評価替えから、土地(宅地など)の ..

評価 は地価公示価格の約70苦'「になる。これは、昭 ..

和 60年代の:急激な地価高騰により、公的土地3平価

の差が大きくなってしまったため、評価を均衡に ..

するため行うもの。なお、税については急激なね

担とならないよう特例措illがとられる。詳しく

は、資産税課(内線284・288) にお尋ねを。

会土地 .• 
〈固定資産税> :: 

①200平方れまでの住宅敷地については、部税標

準額を 4分 の lにする 特例が 6分の lに、また ..

200平方討を超える部分については、 2分の lに

する特 例 が 3分 の 1になる。 ..

②評価上鼻が高い宅地などについては、割合に応

じ 課 税 標準額が減額(4 分の 3~2 分の 1 )され ..

る。 ..ー.

③税負担の:WI加 を抑 えるために、前年の恕f!税標準

傾を基礎に負担調整される。

〈都市計画 税> :: 

今まで適用されていなかった住宅用地の特例が 日

固定資産税と同じように導入される。

寸室長屋 .. 

課税されている家屋の評価額が、少なくとも 3 :: 

軒減価されている。

固定資産税の評価替え

平塚市成ム式平穂市消防出初武

玉木ひろしのそっくりさん

工藤ひろし

1月15日(祝)

午前10時30分........12時

会場総合体育館
【イ雀しキ勿】

・式典ハタチのメ ッセージ朗読

入賞者表彰

・アトラクション

そっくりパフォーマンス

工藤ひろし ・星奈々 ・ Missマッチ

※問い合わせ管少年課(内線762)

日時

1月6日(木)

午前10時........12時

ところ総合公園平塚のはらっぱ

とき

【主な催し】

10 : 00入場行進 11 : 30操法演技

10: 23消防部隊観閲 11 : 45救助演技

10: 43表彰式 11 : 55一 野放水

11 : 20はしご乗り 12 : 00閉会

※問 い合わせ 消防本部庶務課(内線387)
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年末年始

平成5年寸 2月 15日

ら
平
常
ど
お
り
収
集

年
の
瀬
は
各
家
庭
で
大
掃
除
が
行
わ
れ
る
た
め
ご
み
の
立
は
多
く
な
る
が
、
年
末
年
始
は
ご
み

収
集
が
休
み
と
な
る
た
め
、
う
っ
か
り
収
集
日
を
間
違
っ
て
し
ま
う
と
正
月
を
ご
み
の
中
で
過
ご

す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
末
年
始
の
ご
み
の
出
し
方
を
よ
く
確
認
し
、

決
め
ら
れ
た
自
に
忘
れ
ず
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
し
原
収
集
日
も
併
せ
て
確
認
を
。

臨
時
ご
み

-
年
末
ロ
月
初
日
(
木
)
の

午
前
中
ま
で
収
集

・
年
始

1
月
4
円
(
火
)
か

ら
収
集

た
だ
し
、
申
し
込
み
の
受
け

付
け
は
十
二
月
二
十
五
日
(
土
)

ま
で
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て

は
年
明
け
の
収
集
と
な
る
。

広報ひらつか

Ir.:= :'一 -一 一 .. ..ー ..一 一戸t一一--ー ューー一 ;11ら・で ・ {集年はど(

111 ザみの出し方ガイド 11時 限早ぽ背信木 る四日ののは

| ι， |l A 背普oEg装5d
!I 市ではごみの分別収集をしている。決め られた日時(当 11 己 管室 主毛主2努
11 自の午前 7 時~8 時30分)、 場所を守っていただきたい。 '" :;: :;:地 か 収 り し レ

なお、年末年始を迎えるにあたり、ごみの出し方について 11 さ さ区 ら問、方ン

J1 2522222222T32222222ぷ2か Ir か ま } ZK案ア子
!| 30m¥ 板くず、植木、 合燃せるごみ!こ 115 年育長年五年宗急手五牛宍
!|〈総会枯れ柑ど ・庭木などは太さ 5叫 下 で あれば、 11集末 寺 集始集末 主 集始集米 企

11 ~態勢隣ノ民 長さ30ば切り、小さくまとめ、 1 11 背亀 占 賢官 占 背普
11 膨 Y 初 ¥ ……一きる。 29日 5 別叉 4 28収

1 乙笠と〉 〈;可り???開時ごみに~. 11 臼築 史 日 量 三 日 置

11 座布団 一ず・ 午、誌のえさに切ム222511不地 水 水 区 冬 各区
11 .J 60c，，"， ¥ 履物 とができる。くこれより大きいのは 11 ミ ~ tJ' ま か ま

ヲ』ーーベf 臨時ごみに〉11 Iν ()¥ ・靴、履物は袋に入れて散らばらない

:1
1 

j_二斗ゲ0.，"" ように。
-_ーー--i./ ・黒いビニール袋は使わない。

11 ー

11合 資源再生 ごみに rh話T
|| .IZLいて体棋を減らし、小さい し r
l 紙類は袋に入れる。〈紙おむつは燃 一
! せるごみに〉 メ旬、 11 

!I 【金属類J C--首鱈¥ 11 ~議事
'11 ・刃物酬にくるんで「刃物Jと締 J 台、羽三l 処せ業

11 ずる。 由来該初ヲ~ 11 理る系

1iEZfは陀み」 であるこ一 室 (慨を附 11誌露
11忠:22Lきでも附わないが、 空に ~-~ 11与31
!t して出す。く屯球は燃せないごみに〉 マ 11高警暴
11::一一 一 一 一 一一一一一一 一 一一 一 :ニ」 とが)

燃
せ
る
ご
み

-
年
始

ら
収
集

1
月
5
日
(
水
)
か

燃
せ
な
い
ご
み

-
年
末
ロ
月
羽
田
(
火
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

・
年
始

1
月
4
日

(
火
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

事
業
系
の
燃
せ

る
ご
み
は
有
料

資
源
再
生
ご
み

-
年
末
ロ
月
お
日
(
火
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

・
年
始

1
月
5
日
(
水
)
か

。J
Jそ

ど

丁
み
な

包
か
針

第 5寸フ§

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
務

所
、
届
舗
な
ど
の
都
合
に
よ
り

希
望
が
あ
れ
ば
一
般
家
庭
の
ご

み
収
柴
田
に
併
せ
て
、
有
料
で

収
集
す
る
。
環
境
衛
生
業
務
課

に
お
申
し
込
み
を
。

会
ご
み
収
集
へ
の
問
い
合
わ
せ

先
環
境
衛
生
業
務
課
(
内
線

五
三
O
)

し

尿

-
年

末

ロ

月
m
u
E
(
水
)
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集

・
年
始

1
月
5
日

(水
)
か

ら
平
常
ど
お
り
収
集

一一一一一祝日も収集一一一一…}

燃せるごみのみ

12月23rI (木)と 1月15[( (土)の祝

日は、燃せるごみのみ平常どおり収集す

る。お間違いのないように。

時
く
み
取
り
の
申
し
込
み
を
受

貯
付
け
る
。

・
受
付
期
間
ロ
月
日
日
(
水
)

各
家
庭
の
く
み
取
り
は
、
二

5
口
目
(
金
)

十
日
間
隔
で
行
っ
て
い
る
が
、
・
受
付
場
所
環
境
衛
生
作
理

年
来
年
始
の
休
み
の
問
に
二

十

課

(

市
役
所
新
館
3
階
)

日
目
と
な
る
家
庭
の
中
で
、
十

・
持
参
す
る
物
印
鑑
、
手
数

二
月
十
日
(
金
)
か
ら
十
五
日

料

三
百
六
十
円
、
し
尿
く
み
取

(
水
)
ま
で
の
聞
に
く
み
取
つ
り
確
認
カ
1
ド

(
ピ
ン
ク
色
)

た
も
の
の
、
次
の
収
集
日
こ
合
し
原
収
集
へ
の
問
い
合
わ
せ

月
五
日

3
八
日
)
ま
で
に
間

に

先

環

境

衛

生

管
理
課
(
内
総

合
わ
な
い
家
庭
に
限
っ
て
、
臨

二
四
二
)

臨
時
の
く
み
取
り

ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
は
、
処
理
施
設
に
直
接

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

・
有
料

1
キ
ロ
M
ラ

3
円
、
ま
た

は
1
立
法
計
五
百
五
十
円

。
燃
せ
る
ご
み
は

大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

(
電
話
回
l
六
六
一
五
)

-
年
末
ロ
月
初
日
(
木
)
の

午
前
中
ま
で
受
甘
付
目

-
年
始

1
月
4
日
(
火
)
か

ら
平
常
ど
お
り
受
け
付
け

。
大
型
ご
み
、
有
害
ご
み
は

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
電

話
n
l四
五
五
七
)

・
年
末
ロ
月
初
日
(
木
)
の

午
前
中
ま
で
受
け
付
け

・
年
始

1
月
4
日
(
火
)
か

ら
平
常
ど
お
り
受
廿
付
け

。
砂
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

燃
せ
な
い
ご
み
は

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
(
屯
話
回
l
八
四
六
六
)

・
年
末

ロ
月
初
日
(
火
)
の

午
前
中
ま
で
受
け
付
貯

・
年
始

1
月
5
日
(
水
)
か

ら
平
常
ど
お
り
受
け
付
け

小さ な 秋 を
見 つ け た 道

吉野文枝さん(宮の前)

平
塚
八
幡
宮
の
赤
い
大
鳥

居
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
と
、

そ
こ
は
八
幡
山
公
園
。
公
園

の
わ
き
道
に
は
十
数
本
の
い

ち
ょ
う
並
木
が
、
互
の
季
節
に

は
緑
の
諜
を
町
一ね
、
小
さ
な

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
ま

す
。
セ
ミ
の
鳴
く
声
に
し
ば

ら
く
耳
を
澄
ま
せ
る
と
、
子

供
の
こ
ろ
の
ふ
る
恩
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

公
園
を
後
に
し
て
信
号
を

渡
り
、
郵
便
局
の
通
り
を
追

分
に
向
か
っ
て
歩
く
と
、
横

浜
ゴ
ム
に
出
ま
す
。
塀
越
し

に
ど
ん
ぐ
り
の
突
が
落
ち
て

き
て
、

β
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ

ろ
月
と
歌
も
懐
か
し
く
、
い

く
つ
か
拾
い
ま
し
た
。
冬
に

な
れ
ば
、
同
じ
塀
越
し
か
ら

紅
色
の
さ
ざ
ん
か
の
花
が
色

私
A
W

好
き
な

散

歩

道

• 

• 

彩
や
か
に
咲
き
、
緑
の
少
な

い
殺
風
景
な
冬
の
日
が
と
て

も
な
ご
や
か
に
感
じ
ら
れ
ま

す。
パ
ス
通
り
に
沿
っ
て
追
分

ま
で
続
く
歩
道
の
い
ち
ょ
う

誕
木
は
、
立
の
照
り
つ
げ
る

日
差
し
に
日
陰
を
つ
く
り
、

道
行
く
人
た
ち
を
安
ら
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

で
も
も
う
秋
。
い
ち
ょ
う

の
誕
は
黄
金
色
に
染
ま
り
、

や
が
て
歩
道
に
舞
い
お
り
て

黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
な
り

ま
す
。車

が
激
し
く
走
る
こ
の
迫

も
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に

今
年
も
ま
た
、
カ
サ
カ
サ
と

軽
や
か
な
音
を
た
て
な
が
ら

歩
き
ま
す
。
平
塚
の
小
さ
な

秋
を
感
じ
る
こ
の
迫
。
一
律
H

楽
し
み
で
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

第41回平塚市新年女性のつどいおやむ@舗ω昌信ぬーぬ怠守9守

「新年婦人のつどい」ガ、モデルチェンジ。1'，
男性も女性もエンジョイ・マイライフ ピ

とき 1月28日(金)
午後 l 時30分~3 時

ところ ひらつかスカイプラザ
MNビル11階会議室

・演題 これからの結婚と家族

・講師 弁護士 福 島瑞穂さん福島瑞穂さんプロフィール

。申し込み 12月16日から屯話で女性行アジアからの::tsdtぎ y:伐の緊急避雛所 ry:性
の家HE L PJ顧問弁後士。セクシャルハラ

政推進室(電話21ー7500)ヘ。幼児保育はスメント、従泌慰安婦などの問題に取り組ん

10人まで でいる。

動物は愛情と貿任をもって育てよう。

最近、犬や猫の背附が明えている。

飼い主の方は、次のことをよく守って

他人に迷惑をか げないようにしよう。

部境衛生管理課

近所に迷惑をかけない仙配りを

必要なければ不妊、去 勢手 術を

犬の敵歩はふれJの始末と引き綱の

着用を

犬の股し飼いは危院。絶対 にや め

よう

-子旦当



み
破
砕
処
理
場
に
集
め
、
定
期

的
に
北
海
道
に
あ
る
野
村
興
産

イ
ト
ム
カ
鉱
業
所
に
輸
送
し
、

処
理
(
鉄
と
水
銀
に
分
解
)
を

お
願
い
し
て
い
る
。

処
理
す
る
た
め
の
費
用
は
、

現
在
輸
送
費
も
含
め
て
、
乾
屯

池

一
J
匂
(
単
一
乾
電
池
約
七

本
分
)
に
つ
い
て
約
百
七
円
。

昨
年
度
処
理
し
た
包
は
約
五
十

ト
ン
に
及
び
、
費
用
と
し
て
は
約

五
百
三
十
五
万
円
か
か
っ
て
い

る。
な
お
、
ボ
タ
ン
型
乾
電
池
に

つ
い
て
は
収
集
し
て
い
な
い
の

で
、
直
接
販
売
庖
に
戻
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

子
供
た
ち
も
積
極
的
に
掃
除
に
参
加

第 51ア雪広報ひらつか平 成5年守 2月 15日(5) 

-̂|乾電池処分量
(トン〉
50 

み
な
さ
ん
が
有
害
ご
み
と
し

て
出
し
て
い
る
使
用
済
み
乾
氾

池
は
、
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

乾
電
池
に
含
ま
れ
る
水
銀

は
、
ご
み
処
理
を
通
し
て
大
気

に
放
出
さ
れ
、
環
境
汚
染
を
生

ず
る
の
で
は
な
い
か
と
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
で
は
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
た
乾
電
池
を
組
大
ご

40 

30 
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M
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M
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元
年
度
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まちぐるみ大清掃作肝間科付竹村判判判特H村村

恒
例
の
ま
ち
ぐ
る
み
大
消
掃

が
、
日
月
鵠
自
に
市
内
各
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
延
期
に
な
っ
た
自
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

参
加
し
て
、
海
岸
、
公
園
、
そ

し
て
広
場
な
ど
が
み
る
み
る
う

ち
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

市で処理できないごみ
購 入 先 ま た は 処 理 専 門 業 者 に 相 談 を

C6.二，1:.>>)

~司君、プ
L _I口
「ーー一I/ ~ 
!と ="1ン
l Jガ
~ス

件国?

点
目

オート/~イ

/活誌、 : 【国境保全、資源ポスター展(水彩画、

l織 i⑪ :クレヨン画)J 
hど4、j・期間 12月22口(水) ~26 円(rI)

【親と子による写生会作品展(給jiuj)J 
-・期間 12月24臼(金) ~26 F:l (円)

【コマヤマ湖南'93展{現代美術)】

・期間 1月 5日(水)~ll臼(火)

【礁展(絵画、陶器)】

ー ・・期間 1月12臼(水)~16π( 臼)
; 会プラネタリウム「昼の太陽はど~J ~ 【あとりえはなひでみんなの花展(フ

昼の太陽は、いつも同じ位訟に来る j ラワーデザイン)】

:のではなく、季節によって市さが呉な :・期間 1月13円(木)~18口(火)
;る。今凶のプラネタリウムは、昼の太 j命開館時間 9 時30分~16時50分
: i湯を見ることにより、地球の運動がも :公休館日 毎迎月曜日、 12月28H~ 1 

:たらす変化をお話しする。 ・ 月 4日

・投影期間 1月 9日までのよ、円I磁 :公美術館
日 : 〒加西八幡1-1-3

・投影時間 11時、 14時 (45分間)

-観覧券当日 9時から 1階カウンタ

ーで発売。 1人 100円
.団体利用 20人以上の団体は団体専 ;会少年少女美術教室

周回に利用できる。利用自の10門前 : 粘土で認やお面を作ってみる。

までにご予約を。 ・日程 1 月 22日~3 月 19日(除く 2

冬の易座を天体望遠鏡で眺める。参 j会開館時間 9 時~16時50分 j 月 5円)の毎週土曜日、全 8回

.加自由 ;合休館日 毎週月曜日、 12月初日~ 1 : ・時間 14時~16時

・目時 1月 7日(金) 19時~20時30 月 4日 ; ・会場 腎少年会館美術室

分、重量 ・雨天時は中止 :合博物館 j ・定民 小学 4年生~中学生20人(先

ベルマーレ平塚の Jリーグ昇格に併 : ・会場 博物館科学教室、昼よ j 干 254浅間町12-41 屯 話33ー5111 : 活陥)

:アぷ4krfJfま宮古4::会漂着物を拾う会 Eヨ・.~逼凶器二間1.000円
・期間 12月26日(日)まで ; 海岸に打ち上げられた小動物、植物 : 火~土雌臼 9 時~21時30分
・会場 中央 図笹 館 2階貸出室 ;人工物を集めて調べる。参加自由 、 ;台市 民 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー : (日昭臼のみ 9 時~17時)
・主な図曾 Jリーグ熱狂読本、サッ : .日時 1月 8日(土) 9 時30分~15 : ['93全神奈川写其サロン展(写真)】 i食休館日 毎週月曜日、 12月23日、 12

カーファンクラブ、 Jリーグサボー ; 時、雨天時は中止 : ・期間 12月15日(水) ~21 臼(火) : 月 28日~ 1月 4日

ターブック、週刊サッカーマガジン、 i ・集合 花水川河口(花水川橋の平塚 j 【抽展(切り絵、写真、陶芸〉】 ;合青少年会館

サッカー上達のプログラム、 1リー : 側) : ・期間 12月15日(水) ~21日(火) : 〒254浅間町12-41 屯話32ー7029

・・4・4・.・・.・・・4・・・・.・4・4・・.・4・・・・.・・・・.・・・・.・・・・・4・・・.・4・・4・4・・・・4・..・・・・・・・・・4・・4・4惨

E国・・E語ヨ・aiヨ

4砂..~・

合冬休み人形劇「しらゆきひめ」

l剥問「なるにあ」の出前による子供

人形劇。

・日 時 12月22円 (水)

午前の部10時30分~、午 後 の 部14時

30分~

・会場 中 央図 曾館 3階ホール

・定員 各 130人く先泊順〉

・入 場券 当日、 ζ ども箆で配布(午

前の部10時10分~ 、午後の部14時 10
分~)

m話35-2111

EEJ~盗彊託事実・
0415 

E己E・lIø~遺

'l"U:!孟31

会ビデオ映画会

。12月 19日(日) 10時、 14時、中 央 館

「クυスマスキャロJレJ 75分。1月 9日(日) 10時、 14時、中失館

「ディズニーのシンデレラJ 78分

交星を見る会
会映画会

。12月26日(日) 10時、 14時、中央館

「患の子J 31分

「日本音ばなし 力太郎」 10玉子

会サッカー図書の展示
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